
昔
は
ね
、
あ
そ
こ
は
ね
庄
屋
さ
ん
で
ね
、

百
姓
は
蔵
の
中
に
お
米
を
入
れ
た
。

そ
れ
が
い
ま
の
民
俗
資
料
室
の
場
所
。

そ
の
あ
と
河
原
町
の
公
会
堂
に
な
っ
た
。

遊
び
に
行
っ
た
よ
、

に
登
っ
て
ね
。

ま
だ
あ
の
マ
キ
の
木
が
ち
い
ー
さ
か
っ
た
だ
よ
。

そ
い
だ
も
ん
で
そ
れ
に
登
っ
て
、
は
あ
、

今
か
ら
70
年
か
、
80
年
も
前
だ
よ
。

Antokyane 島田のあの頃の話「あんときゃぁねぇ」令和６年度発行

男性は川越街道で生まれ育ち、子どもの頃は現在の旧桜井家住宅の庭
でよく遊ばれたそうです。そのころ、マキの木は高さ４ｍか、5ｍくらい
だったそうです。幹回りは「大人の手をぐるっとまわしたくらい」なので
1.7ｍほどでした。現在は高さ14ｍ、幹回りは３ｍに成長しました。
旧桜井家住宅は明治32年に地主の住まいとして建てられました。今年
で築1２５年になります。
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才
男
性

マ
キ
の
木


